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飯山市 の歴史

正受老人　80歳の遺偈
享保 6年（1721年）10月6
日、道鏡慧端（正受老人）は
粗紙に遺偈 (禅僧が末期に弟
子や後世のために残す偈 )を
書き、座禅をされたままこの
世を去ったといわれています。
「坐して死す」から始まり、「末
後の一句　死、急にして道
（い）い難し」と続くこの遺偈
は、明治16年に高橋泥舟に
よって発見され、水石や栂の
木とともに正受庵の至宝の一
つとなっています。

　

■作品展示の部
　10月２９日（土）～３０日（日）
　飯山市公民館（上倉）
　午前９時～午後８時３０分
　　市内の小中学生が制作した絵画・版画・
　習字などの、飯水児童生徒図工美術・習字
　作品選抜展作品の展示をおこないます。ど
　うぞご来場ください。

９：３５
９：４２
９：５４
１０：０８
１０：２５
１１：０５
１１：２７
１１：３９
１１：４８
１２：１２
１２：２１　

■舞台発表の部　
　11月３日（文化の日）
　飯山市民会館（城山）
　開場：午前９時　開会：午前９時３０分
　　市内の小中学生と高校生による合唱、
　ダンス、吹奏楽等をお楽しみください。

舞台発表の部 出場予定団体

第 ３２ 回 　飯山市

青少年芸術祭 
　
青
少
年
の
芸
術
文
化
活
動
を
発
表
す
る
機
会
を
通
じ

て
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
と
市
民
文
化
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
、
今
年
度
も

飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

い げ

どうきょうえたん

い げ

でいしゅう

とが

しょうじゅ

（注）発表順や時刻については
　変更になる場合があります。

秋津小学校 １・２・３年生
Ｓｍｉｌｙ
城南中学校 吹奏楽部
秋津小学校 １年生
城南中学校 演劇部
白鳥バレエ学園 飯山教室
飯山子どもと本をよむ会 声の本箱
常盤小学校 ６年生
岡山小学校 ５・６年生
飯山高校 音楽同好会
児童劇団仲間「でらこーや」

１３：２０
１３：３４
１３：４２
１３：５３
１４：０７
１４：１７

笹川太鼓
飯山小学校 ５年生
飯山小学校 ６年生
飯山小学校 合唱隊
秋津小学校 ６年生
城北中学校 吹奏楽部 

午前の部 午後の部
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【地区館情報】

木　
島

木　
島　
　
　

秋　
津　

秋　
津　
　
　

飯　
山

飯　
山　
　
　

飯
山
地
区
敬
老
会
が
９
月
11

日
（
日
）
飯
山
小
学
校
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
内
の
お
年
寄
り
１
４
８
名

を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
御
祝
い
の
言
葉
、
飯

山
小
学
校
６
年
生
の
宇
田
詠
美
さ

ん
か
ら
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
祝
宴
で
は
、懐
か
し
い
方
々

に
お
会
い
し
た
り
、
に
ぎ
や
か
に

歓
談
す
る
中
、
余
興
で
佐
藤
や
よ

江
さ
ん
の
『
振
り
込
め
詐
欺
防
止

の
た
め
の
腹
話
術
』、
し
ろ
や
ま

◇
秋
津
地
区
敬
老
会

　

９
月
19
日
（
月
・
祝
）
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
共
催
で
、

開
催
さ
れ
、
今
年
も
大
勢
の
皆
様

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
秋
津
小
学
校

６
年
生
の
鼓
笛
演
奏
や
、
消
防

ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
に
は
、「
元
気
が

出
る
の
で
、
来
年
も
ま
た
や
っ
て

欲
し
い
。」
と
嬉
し
い
言
葉
も
い

た
だ
き
、
最
後
は
皆
で
「
ふ
る
さ

と
」
を
合
唱
し
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
48
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
23
日
は

　

９
月
18
日
（
日
）
大
川
会
場
、

19
日
（
敬
老
の
日
）
柳
原
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
会
場
に
お
い
て
、

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両

　
　
　

　
９
月
10
日
（
土
）
に
商
工
会
議

所
等
に
よ
る
「
富
倉
ふ
る
さ
と
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、

法
政
大
学
ゼ
ミ
学
生
や
関
係
者

が
大
勢
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
笹
ず
し

や
そ
ば
等
を
味
わ
う
と
共
に
、
郷

土
料
理
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

富　
倉

富　
倉　
　
　

◇
富
倉
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
開
催

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　

９
月
19
日
（
月
・
祝
）、
木
島

公
民
館
に
て
77
歳
以
上
の
敬
老
者

及
び
関
係
者
約
１
３
０
名
が
集

ま
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
木
島
小
学
校
３
年
生
に

よ
る
合
唱
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
童

謡
唱
歌
や
民
踊
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
心
も
身
も
ほ
ぐ
さ
れ
た
様

子
で
し
た
。
来
年
も
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

◇
柳
原
地
区
敬
老
会

会
場
合
わ
せ
て
１
３
０
名
を
越
え

る
敬
老
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
観
な
が
ら
歓
談
さ

れ
た
り
、
唱
歌
を
口
ず
さ
ま
れ
た

り
、
心
に
残
る
ひ
と
時
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭
・
地
区
駅

伝
大
会

　

10
月
30
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

午
後
３
時
ま
で
）
木
島
公
民
館
に

て
開
催
。
美
術
作
品
展
な
ど
計

画
し
て
い
ま
す
。

◇
第
44
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時

10
分
に
山
岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー

ト
、
地
区
内
を
１
周
し
て
ゴ
ー
ル

の
木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目

指
し
ま
す
。

　

地
区
の
皆
様
方
、
沿
道
で
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
木
島
地
区
合
同
追
悼
式

　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時

よ
り
木
島
公
民
館
に
て
開
催
し
ま

す
。

◇
平
成
23
年
秋
津
地
区
文
化
祭

　

10
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時
よ

り
、「
趣
味
の
作
品
展
」
や
地
元

の
皆
さ
ん
出
演
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
音
楽
祭（
予
定
）」を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
う
ど
ん
・
綿
あ
め
・
ク
ジ

引
き
等
の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
※
詳
し
く
は
、
秋
津
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
飯
山
地
区
敬
老
会　
元
気
は

つ
ら
つ

道
場
の
岩
崎
澄
子
さ
ん
に
よ
る
詩

舞
『
静
御
前
』、
コ
ー
ロ
・
カ
メ

リ
ア
さ
ん
の
合
唱
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

余
興
の
最
後
に
、
会
場
に
お
ら
れ

る
全
員
で｢

信
濃
の
国｣

を
歌
い

敬
老
の
日
を
祝
い
な
が
ら
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
当
日
は
真
夏
日
の

よ
う
に
暑
い
中
で
し
た
が
、
敬
老

会
も
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

飯
山
市
美
術
館
で
は
、
木
島
地
区
天
神
堂

出
身
の
彫
刻
家
、
箕
口
博
（
一
九
二
三
〜

一
九
七
七
）
の
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
作

品
約
60
点
を
展
示
し
た
企
画
展
を
開
催
中
で

す
。企

画
展
初
日
の
9
月
17
日
に
は
開
会
式
を

行
い
、
滋
賀
県
か
ら
夫
人
の
箕
口
百
合
子
さ

ん
、
箕
口
作
品
の
最
大
の
理
解
者
で
今
回
の

企
画
展
の
監
修
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
大

阪
成
蹊
大
学
教
授
の
四
方
功
一
さ
ん
ご
夫
妻

の
ほ
か
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
箕
口
百
合
子
さ
ん
は
あ
い
さ

つ
の
中
で
、「
夫
は
生
前
、
郷
里
で
こ
の
よ

う
な
展
覧
会
を
開
く
こ
と
を
ず
っ
と
望
ん
で

い
た
」
と
述
べ
、
企
画
展
の
開
催
を
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
最
後
の
高
田

瞽
女
と
い
わ
れ
た
杉
本
シ
ズ
さ
ん
と

交
流
さ
れ
た
瞽
女
研
究
家
杉
山
幸
子

さ
ん
の
資
料
を
も
と
に
、
実
際
に
使

っ
て
い
た
三
味
線
や
着
て
い
た
着
物
、

ま
た
、
瞽
女
た
ち
の
旅
の
様
子
や
瞽

女
宿
で
唄
を
披
露
す
る
様
子
な
ど
当

時
の
貴
重
な
写
真
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
展
示
室
内
で
は
、
瞽
女
唄
も
流

れ
て
い
ま
す
。
瞽
女
さ
ん
を
ご
存
知

の
方
も
、
瞽
女
さ
ん
を
知
ら
な
い
世

代
の
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

『
高
田
瞽
女
さ
ん
と
飯
山
』

期　
　
間　
10
月
30
日（
日
）ま
で
開
催

場　
　
所　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

          （
入
館
は
午
後
５
時
半
ま
で
）

休 

館  

日　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　

 （
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

入 

館  

料　
大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
１
０
０
円　

　
　
　
　
　
※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

ふ
る
さ
と
館
秋
季
企
画
展　
開
催
中

ご　

 

ぜ

△杉本シズさんの遺品も展示

箕
口
博
彫
刻
展

虚
の
世
界
に

美
術
館
企
画
展 

開
催
中 

※
11
月
６
日
ま
で

遊
ん
だ
ひ
と

△左から、服部美術館長、吉越美術館運営協議会長、足立市長、
　　箕口百合子さん、久保田市議会議長、四方さんご夫妻

※
美
術
館
の
利
用
案
内
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さい
。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　私が飯山で暮らし始めた頃、飯山の自然や文化、生活など
に触れるたびに、新しい発見や新鮮な感動を覚え興奮したこと
を思い出します。都会では考えられない充実した日々の連続で
した。しかもそれらは今なお続き、私に飯山を満喫させてくれ
ています。
　耳や鼻腔が切れんばかりの寒気の冬、しんしんと降り積もる
雪の音が、その嵩によって違うことが判るようになりました。本
来は音のない世界なのに・・・。
　春、残雪にまばゆく射す太陽の温もりを肌で感じながら、雪
融けの少し埃っぽい匂いもいつしか若葉や菜の花などの香りに
とってかわられ、やがて春爛漫、小鳥たちのさえずりも加わっ
て五感いっぱいに拡がる交響曲が奏でられます。
　木々の緑が濃くなった夏、畑のキュウリやトマト、ナスなど
野菜たちの青臭さに食欲をそそられ、思わず齧る熟れたトマト
に幸せを感じながら蝉しぐれを浴びる幸福感。
　彩りの秋、汗と稲の匂いにむせながら収穫の喜びに浸ったり
落ち葉から顔出すキノコを避けながら踏みしめる落ち葉の音を
聞き分けているうちに、空気が日増しに冷たくなり、やがて白
いものが空から舞いはじめ冬が巡ってくる・・・。
　私は四季の移ろいを、五感で満足させてくれるそんな飯山が
好きです。

岡山地区 上境　吉田 正紀

「飯山のここが好き！」

　外様地区公民館専門部員の阿部です。
　最近の関心のあることというと、自然 (川、池、魚 )
などについてです。最近は、子供達と外で遊ぶことが
多く、昆虫やカエル、サワガニをつかまえたりしてい
ましたが、ついに魚釣りをすることになりました。魚釣
りなどまともにやったことがないのですが、黒岩山の
桂池に行きました。数十年ぶりにいってみると、山か
らの眺望や池の風景と静けさに癒されました。桂池の
魚ですが、たくさん泳いでいるのが見えました。ニジ
マスかとおもい釣ってみましたが、全てブラックバス
でした。子供達は大喜びでしたが、すばらしい自然の
中に、外来魚が大量にいたことで残念な気持ちになり
ました。
　毎年、お盆に育成会主催・公民館で行われる ｢広
井川まつり｣があります。主な内容は、魚のつかみ取り、
バーベキューなどです。子供達が、川で魚を捕まえる
楽しく貴重なイベントです。広井川に魚がいるか見て
いたところ、ハヤが泳いでいるのが見えました。子供
の頃とあまり変わっていない事に安心した今日この頃
です。

外様地区 中曽根　阿部 国広

「最近の出来事」

かじ
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人 権
学習シリーズ

外　
様

外　
様　
　
　

常　
盤　

常　
盤　
　
　

太　
田　

太　
田　
　
　

岡　
山

岡　
山　
　
　

　最近ある新聞の「見るまま　聞くまま」のコー
ナーに、本の紹介があった。山崎ナオコーラの
「ニキの屈辱」という作品であった。
　これはある高名な写真家とアシスタントの恋
愛小説である。
（あらすじ）
　ニキは現在売り出し中の新進写真家である。
加賀美和臣はある大学の写真学科を卒業して
フリーターとなっていた。学生時代にとある書
店でニキの写真集を観て、ニキのファンになっ
ていたことから、ニキがアシスタントを募集し
ていたので応募したところ採用されたのであ
る。
　アシスタントの仕事はまずは荷物持ちからで
あり、徐々に荷物も多くなり現場でのアシスト
の内容も変わっていった。
　ニキは撮影現場等でスタッフには丁寧な対
応をするが、加賀美に対してはきつい対応で
あった。
　ニキは業界誌や雑誌等でインタビューを受
けて、それが活字化されて「可愛い女性の写
真家」と紹介されるのが嫌だった。一人の写
真家として認められ紹介されたかったのであ
る。加賀美が記事の内容を読んで「すごく褒め
てあるよ」と言っても、校正で修正しなかった
加賀美のミスだから本屋に行って、その部分を
消してこいと言う始末である。
　撮影現場での二人の関係が上手くいくように
なると、私生活の面でも一緒にいることが多く
なり、やがて恋人として意識し始める。
　しかし、ニキは仕事仲間や友人等に恋人関
係であることを、明らかにすることはなかった。
　加賀美は少しずつであるがニキとの生活の中
で、ニキの何気ない仕草や風景等の写真を撮
り始め、写真に対する考え方が変化してきた。
　そんなある時、ニキがある映画監督に随行し
てスチールを撮るため、２ヶ月間海外に出かけ
た。その間加賀美はあちこちで写真を撮ったり、
学生時代の友人と遊んだり、写真仲間の集まり
に出かけた。仕事探しのため今までに撮影した
写真を雑誌社に持ち込み、自分の写真を気に
入ってくれる人に出会い、いきなり雑誌連載の
仕事をもらい、普通の女の子のインタビュー記

◇
飯
山
市
駅
伝
大
会

　
９
月
７
日(

水)　
「
岡
山
チ
ー

ム
」
の
結
団
式
が
32
名
の
選
手
候

補
と
役
員
が
集
い
、
昨
年
以
上
の

成
績
を
目
指
し
、
練
習
計
画
な

ど
確
認
し
ま
し
た
。

◇
岡
山
地
区
戦
没
者
・
開
拓
殉

難
者
追
悼
平
和
式
典

　
９
月
９
日(

金)

岡
山
公
民
館

で
は
、
こ
の
式
典
を
平
和
学
習
と

し
て
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
戦
争
体
験
者
の

寄
稿
文
集
「
わ
た
し
の
昭
和
20
年

８
月
15
日
」
の
中
か
ら
下
境
の
故

藤
巻
秋
栄
さ
ん
の
「
私
の
体
験
」

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

  

９
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
２

時
30
分
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

  

当
日
は
69
名
の
皆
様
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
演
奏
や
日
本
舞
踊
、
歌
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。『

ニ
キ
の
屈
辱
』
の
本
を
読
ん
で

北
信
建
設
事
務
所
飯
山
事
務
所
長　
　

藤
牧 

康
男

◇
太
田
地
区
敬
老
会
及
び
合
同

金
婚
式　
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
25
日
（
日
）
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
で
太
田
地
区
敬
老
会
及
び
合
同

金
婚
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
75
歳

以
上
の
方
１
５
０
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
昭
和
36
年
に
ご
結

婚
さ
れ
た
方
15
組
中
10
組
が
金

婚
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す

  

10
月
30
日
（
日
）
太
田
地
区
文

化
祭
が
今
年
も
昨
年
同
様
、
戸
狩

ス
キ
ー
場
周
辺
に
て
、「
戸
狩
と

ん
ト
レ
駅
伝
」
と
一
緒
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、「
食
べ
よ
さ
い
い

や
ま　

う
ま
い
も
の
祭
り
」
も
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

事の撮影をした。仕事が来てからの加賀美は
常にカメラを持ち、街角のあちこちで写真を撮
りまくった。
　海外から帰ったニキの顔はがらりと変わって
いて、痩せて頬がこけて目の光がなくなってい
た。撮影の間ニキは常に身分が一番下であり、
周囲の人たちに気を遣わなければならなかっ
た。
　その後ニキは仕事に自信をなくし回復もしな
かった。他の仕事場に行く時も自信喪失の状態
で表情が暗かった。一方加賀美の写真家とし
ての自信は漲っていき、仕事の依頼も増え、世
間の加賀美を見る目も変わってきた。仕事の関
係でニキのアシスタントも休業し、２人が会う
ことも徐々になくなり２人に別れが訪れたので
ある。
　冒頭の紹介の中でこの小説のテーマは「差
別」を軸にした恋愛と書かれていた。小説のな
かで差別に関する記述は随所に出て来ている。
特にニキが加賀美との別れの際に言った「屈
辱だ、カノッサの屈辱だ」の言葉が印象的で
ある。
　主人公であるニキのアシスタントである加賀
美への対応や、ニキ自身が自分は女の写真家
ではなく、１人のカメラマンとして認められたい
という認識に表れているのではないでしょうか。
　私たちが普段の会話や相手に接している態
度が、相手を傷つけたり人権を侵しているので
はないでしょうか。常に相手の身になって、相
手の目線で接しているでしょうか。
　この小説を読んで人権に対して改めて考え
させられるとともに、日常生活のなかで、常に
人権に対する意識を持たなければならないと、
再認識いたしました。
　また、私の住んでいる自治会では、毎年１月
の臨時総会の前に必ず人権に関するビデオ鑑
賞を行い、人権意識を高めており、今後も引き
続き出席していきたい。
　この小説総頁数で１５０頁足らずで、肩肘張
らずに気軽に読める内容ですから、人権に対し
て再認識し人権意識を高めるためにも、皆さん
に是非一読されるようお勧めいたします。

の
朗
読
、
沼
田
秀
美
さ
ん
の
「
金

子
み
す
ゞ
の
詩
か
ら
」
と
岡
山
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
岡
山
八

景
」
な
ど
を
歌
っ
て
い
た
だ
く
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

　

第
２
部
の
式
典
の
中
で
は
、
戦

争
体
験
者
が
残
し
た
い
「
平
和
へ

の
語
ら
い
」
と
し
て
結
婚
間
も
な

く
夫
を
亡
く
さ
れ
た
方
と
捕
虜
と

し
て
長
期
間
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
、
お
二
人
の

語
り
尽
く
せ
な
い
体
験
談
を
ビ
デ

オ
に
収
録
し
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

出
席
し
た
大
人
た
ち
も
岡
山
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
も
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
怖
さ
、
そ
し
て
今
の
平

和
の
あ
り
が
た
さ
、
尊
さ
を
し
っ

か
り
学
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

◇
「
男
も
厨
房
に
入
る
べ
し
！
」

い
ろ
り
端
料
理
教
室　
第
３
弾

　

地
元
の
厨
房
「
信
濃
百
年
」
さ

ん
か
ら
、
旬
菜
を
使
っ
た
簡
単
ヘ

ル
シ
ー
な
料
理
教
室
も
最
終
回
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
新
米
・
秋

野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

作
る
こ
と
よ
り
、
試
食
会
の
方

が
楽
し
み
で
は
、
ま
だ
ま
だ
厨
房

に
入
り
足
り
な
い
で
す
ね
。

日
時　

10
月
25
日
（
火
）
夜
７

時
か
ら　

場
所　

岡
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

申
し
込
み
は
、10
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
岡
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ

お
願
い
し
ま
す
。

◇
常
盤
地
区
戦
没
者
並
び
に
満

州
開
拓
犠
牲
者
追
悼
法
要

　
９
月
27
日
（
火
）
小
沼
の
明
徳

寺
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、
過
去
の
戦
争
や
不

遇
な
時
代
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
現
代
に

於
い
て
も
原
発
や
自
然
災
害
な
ど

様
々
な
問
題
に
向
か
い
合
い
、
恒

久
平
和
を
実
現
す
る
事
を
誓
い
合

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。
各
種
展
示
や

出
店
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◇ 

と
み
く
ら
新
そ
ば
ま
つ
り　

　

11
月
13
日（
日
）に
恒
例
の「
と

み
く
ら
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
新
そ
ば
や
季
節
の
野

菜
の
販
売
、
利
き
そ
ば
、
も
ち
つ

き
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
な

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
今
年
の
新
そ
ば

を
味
わ
い
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭

　

11
月
６
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

す
。各
種
展
示
や
駅
伝
大
会
な
ど
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
只
今
出
品
作
品
等

を
募
集
中
で
す
の
で
、
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
常
盤
小
学
校
で
は
常
盤

少
年
剣
道
大
会
、
Ｊ
Ａ
西
部
支
所

の
常
盤
み
ゆ
き
祭
も
同
時
開
催
で

す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
の
う
え
、

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
９
月
19
日
（
月
・
祝
）
常
盤
公

民
館
で
１
０
０
名
の
出
席
者
の
下
、

本
年
度
の
常
盤
地
区
敬
老
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
小
中
学
生
主
体
の
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
“
Ｍickey

”
＆
“
Ａ
Ｑ

Ｕ
Ａaqua

”
の
ダ
ン
ス
で
、
大
音

量
の
音
楽
に
乗
せ
て
華
麗
に
踊
る

子
ど
も
た
ち
に
、
出
席
者
か
ら
手

拍
子
を
送
る
な
ど
普
段
あ
ま
り
見

る
機
会
の
な
い
催
し
に
喜
ん
で
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇ 

富
倉
地
区
敬
老
会
開
催

　
９
月
23
日
（
金
・
祝
）
に
富
倉

地
区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
24
名
の
参
加
が
あ
り
、
米
寿

と
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
４
名
の
方

に
社
協
か
ら
の
記
念
品
が
市
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
前
年
と

同
じ
く
「
い
ろ
り
亭
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
歌
や
、
倉
本
に
伝
わ
る
伝

説
の
紙
芝
居
、
手
品
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
拍
手
や
笑
い
で
会
場
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

11/１ 火
２ 水 移動図書館車③コース
３ 木 祝日休館（文化の日）
４ 金 移動図書館車②コース
５ 土
６ 日 10:30～おはなしひろば
７ 月 月曜休館
８ 火
９ 水 移動図書館車①コース
10 木 10:30～絵本とわらべうたの会
11 金 移動図書館車④コース
12 土
13 日 10:00～ブックスタート
14 月 月曜休館
15 火
16 水 移動図書館車③コース
17 木 10:30～絵本とわらべうたの会
18 金 移動図書館車②コース
19 土
20 日 10:30～おはなしひろば
21 月 月曜休館
22 火
23 水 祝日休館（勤労感謝の日）
24 木 10:30～絵本とわらべうたの会
25 金 移動図書館車④コース
26 土
27 日 10:30～おはなしひろば
28 月 月曜休館
29 火
30 水 移動図書館車①コース

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

よ
み
も
の

本
に
埋
も
れ
て
暮
ら
し
た
い　

流
転
の
子　

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
請
負
い
業　

わ
か
り
や
す
く
〈
伝
え
る
〉
技
術

仕
事
を
続
け
た
い
人
の
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
介
護

体
を
温
め
、
め
ぐ
り
を
よ
く
す
る
妊
娠
中
の
ご
は
ん　

ド
イ
ツ
は
脱
原
発
を
選
ん
だ　

フ
ェ
ル
ト
一
枚
で
作
る
お
と
ぎ
の
国
の
き
せ
か
え
人
形

体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂　
続　

型
い
ら
ず
、
手
間
い
ら
ず
の
ち
ょ
こ
っ
と
お
や
つ

人
生
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法　

落
花
生　

色
紙
で
つ
く
る
貼
り
コ
ラ
ー
ジ
ュ　

僕
た
ち
は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

僕
は
９
歳
の
と
き
か
ら
死
と
向
き
あ
っ
て
き
た

桜
庭　

一
樹

本
岡　

典
子

村
口　

徳
行

池
上
　

彰

日
本
実
業
出
版
社

山
田　

奈
美

ミ
ラ
ン
ダ
・
Ａ
・
シ
ュ
ラ
ー
ズ

福
本　

淑
子

タ

ニ

タ

浜
内　

千
波

近
藤
麻
理
恵

前
田　

和
美

志
水
の
り
と
も

葉
田　

甲
太

柳
田　

邦
男

生
活
・
社
会
・
趣
味

鼠
、
夜
に
賭
け
る　

キ
ャ
ベ
ツ
炒
め
に
捧
ぐ　

緑
の
毒　

黒
蜜　

三
人
の
二
代
目　
上
下　

謙
信
の
軍
配
者　

海
遊
記　

星
火
瞬
く　

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル　

は
や
く
名
探
偵
に
な
り
た
い　

慈
雨
の
音　

舟
を
編
む　

お
ま
え
さ
ん　
上
下　

幽
霊
の
涙　

黄
金
の
太
刀　

赤
川　

次
郎

井
上　

荒
野

桐
野　

夏
生

小
池　

昌
代

堺
屋　

太
一

富
樫
倫
太
郎

仁
木　

英
之

葉
室
　

麟

東
野　

圭
吾

東
川　

篤
哉

宮
本
　

輝

三
浦
し
を
ん

宮
部
み
ゆ
き

諸
田　

玲
子

山
本　

兼
一

新 着 図 書 案 内

「ワンプレートごはん」
レシピ：中村美穂、NPO法人川
越子育てネットワーク
（辰巳出版株式会社　刊）」 　　 
　洗い物が少なくてすみ、品
数が豊富になるワンプレート。
ひとつのフライパンで２品で
きる料理や、離乳食が終わっ
た１才半からのお子さんも食
べられる料理のレシピ集です。
ちょっとずつをいろいろってお
いしそうですよね。

第
６
回
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　図書館まつりに合わせ、図書館２階ホールのテー
マコーナーでは過去５年間、貸出が多かった本のう
ち上位２０冊を一般向けの小説・読み物と児童書の
部門に分けて一覧にして表示しています。それを見
ると、その年に注目を浴びた作品がうかがえます。
　また、ベスト２０に上がった本も展示をし、貸し
出ししています。一度読んだ本、他の人が興味を持っ
て読んだ本が並んでいますので、この機会、「読書
の秋」に読んでみてはいかがでしょうか。
　２０１０年度の順位を中心に飯山図書館での貸出
傾向をお伝えします。
●一般書向けの小説・読み物
　小説では２年連続で、「１Ｑ８４ ＢＯＯＫ１」、「１
Ｑ８４ ＢＯＯＫ２」が１位、２位を独占し、２０１０

年度は３位に「１Ｑ８４ ＢＯＯＫ３」も入りました。
図書館に本が入って以来ずっと人気があり、いつも
「予約待ち」という状況が続いていましたが、本年
度に入ってからは、予約待ちは少なくなっています。
　著者では東野圭吾さんの作品が多く、上位２０
冊の中に５冊が入っています。東野さんの作品は、
２００６年度以降、毎年２作品から１２作品が２０
位以内に入っており、根強い人気があります。
●児童書
　児童書では、なぞなぞすきな女の子、プロプシー
のこどもたち、エルマーのぼうけん、ピーターラビッ
トのはなし、おもしろ荘のリザベットなどが常に上
位に入っています。
　

２０１０年度　年間貸出冊数　ベスト２０

　
「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
を
目

当
て
に
図
書
館
ま
つ
り
に
お
い
で

に
な
る
方
も
多
く
、
販
売
開
始

の
９
時
30
分
に
は
大
勢
の
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
20
名

以
上
の
方
か
ら
、
５
０
０
冊
を
超

え
る
本
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎
年
協
力
し
て
い
た
だ
く

方
も
多
く
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
雑
誌
や
マ
ン
ガ
を
中
心

に
約
９
０
０
冊
の
本
が
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
は
、
口
の
大
き

な
ビ
ン
に
小
さ
な
人
形
や
、
キ
ラ

キ
ラ
し
た
飾
り
、
糊
を
混
ぜ
た
水

を
入
れ
て
作
り
ま
す
。
２
日
間
で

１
０
０
人
を
超
え
る
人
が
体
験
し

ま
し
た
。

　

人
形
を
つ
け
る
ス
ポ
ン
ジ
を
ビ

ン
の
口
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
切

る
の
が
難
し
く
、
お
母
さ
ん
に
手

伝
っ
て
も
ら
う
子
ど
も
も
。
出
来

上
が
っ
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
見
て
、

皆
「
き
れ
い
」
と
親
に
見
せ
て
喜

ぶ
子
ど
も
達
で
し
た
。

  

人
形
劇
グ
ル
ー
プ
「
芭
空
（
ば

く
）」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇

は
、
多
目
的
室
に
入
り
き
れ
な
い

ほ
ど
の
親
子
連
れ
で
大
賑
わ
い
。

　

人
形
劇
「
３
枚
の
お
ふ
だ
」
で

は
、
会
場
内
を
演
じ
手
が
歩
き
回

る
熱
演
に
、
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
人
形
劇
終
了
後
は
、
ビ

ン
ゴ
大
会
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

図
書
館
ま
つ
り
で
は
、
恒
例
と

な
っ
た
「
と
っ
か
ん
」。
お
米
に
高

い
圧
力
を
か
け
て
膨
ら
ま
せ
た
お

菓
子
で
す
。

　
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
音

に
耳
を
押
さ
え
る
子
ど
も
た
ち
。

溶
か
し
た
砂
糖
を
か
け
た
香
ば
し

い
臭
い
に
人
が
集
ま
り
ま
す
。
大

人
も
「
珍
し
い
。
懐
か
し
い
ね
」

と
作
る
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

●
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り

●
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

●
「
芭
空
」
の
人
形
劇

●
と
っ
か
ん
無
料
配
布

図
書
館
ま
つ
り
、
賑
わ
い
ま
し
た

順位 回数 　　　　資料名 　著者 順位 回数 　　　　資料名 　編著
１ ５０ １Ｑ８４ ＢＯＯＫ１ 村上春樹 １１ １９ 不等辺三角形 内田康夫
２ ４６ １Ｑ８４ ＢＯＯＫ２ 村上春樹 １２ １９ 鼠、闇に跳ぶ 赤川次郎
３ ３２ １Ｑ８４ ＢＯＯＫ３ 村上春樹 １３ １９ 赤い指 東野圭吾
４ ２８ 告白 湊かなえ １４ １９ 神様のカルテ 夏川草介
５ ２２ カッコウの卵は誰のもの 東野圭吾 １５ １９ 少女 湊かなえ
６ ２１ 聖女の救済 東野圭吾 １６ １９ ゲゲゲの女房 武良布枝
７ ２１ ガリレオの苦悩 東野圭吾 １７ １８ 夜明けの街で 東野圭吾
８ ２０ 天女湯おれん 諸田玲子 １８ １８ 長野殺人事件 内田康夫
９ ２０ 下流の宴 林真理子 １９ １８ 木暮写真館 宮部みゆき
10 ２０ Ｎのために 湊かなえ ２０ １８ 私のこと、好きだった？ 林真理子

一般向けの小説・読み物


